
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保育所の待機児童問題はどこでも深刻。ところが政府は、当然、子どもの育ちを保障し、子どもの命と安

全を守る基準を満たした保育所を増やすべきなのに、子どもを危険にさらす規制緩和・基準引き下げの対応

をしています。たとえば、施設基準を引き下げ保育児童の定員を増やし詰め詰めでもかまわない、資格がな
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思い切った保育所の増設と保育士の確保が必要 

子どもの命と安全を保障する保育所の増設を 

保育所落ちた子ども１０２０人 

 ４月からの保育所入所を希望して申し込みをした子どものうち、１０２０人の子どもが第１次決定で「落

選」していたことが明らかになりました。いわゆる「保育園落ちた」子どもたち。行政は「利用保留児童」

と呼んでいます。 

 第一次入所決定に落ちた子どもたちは、小規模保育所な

どの空いているところが紹介され、入所先が決まります。

それで、３月８日時点では、保育所への入所を希望しなが

ら入所できない、いわゆる「利用保留児童」は８３０人。

その子どもたちは、保護者が必死に駆けずりまわり、無認

可保育所などに入所することになります。それでも、どこ

の保育所にも行けない子どもたちが取り残されます。去

年、最終的に、どこにも入所できなかった子どもは６３６

人でした。ことし、さらに増加する見込みのようです。 

くてもよい、庭がなくてもよい、地下室の保育所で

もよい…。保育所を子どもたちにとって危険で劣悪

な環境に置きかえる。こんなことが、待機児童対策

と称して、いま政府の手ですすめられています。 

西宮市１５００人定員増の計画 

 西宮市は、三年計画で１５００人の定員増をめざ

し、保育所を増設するとしています。しかし、計画

が思うように進むかどうか十分な見通しが持てない

でいます。また、計画自体が待機児童の増加に追い

つかない可能性もあります。しかも、重大なこと

は、保育所の「適正配置」なる方針を打ち出し、統

廃合を検討する気配がみられることです。 

 子どもの育ちを保障する保育所を思い切って増設

すること、あわせて保育士の確保が急がれます。 

子どもの医療費の無料 

西宮のすべての子どもに 

所得制限の撤廃で完全無料を 

 子どもの医療費の無料化が全国に広がり、

いまでは中学校卒業までの無料があたりまえ

です。その内容は自治体によってまちまち。

西宮市は、一部定額の負担があり、所得制限

があります。そのため、せっかくの無料制度

が受けられない子どもが１６７５６人。西宮

のすべての子どもが無料制度を受けられるよ

う、所得制限を撤廃するべきです！！ 

～規制緩和・基準引き下げの保育はダメ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水道料金の基本料が日割り計算になります。 

 現状では、一日でも水道を使えば基本料金がかかりますから、

市内で引越しした場合、西宮の水道局に対して基本料金を二重に

２０１７年度（Ｈ２９年）西宮市予算～「財政は安定している」 

長寿ささえ、子育て応援へ！予算の思い切った転換を！ 

「入学準備金」 

 「入学準備金」！小中学校の入学時、ランド

セルや運動靴、体操服に文具品、中学では制服

も揃えます。ところが、準要保護家庭への「入

学準備金」は７月にならないと支給されませ

ん。必要な時に支給すべき。議会でも、党議員

団はあたりまえの声をぶつけました。新日本婦

人の会から請願も。市教委は、来年からは３月

に支給できるよう検討すると表明。困ったこと

に、中学だけのようです。そんなケチなことを

言わず、小中ともに入学前に支給すべきです。 

 

水道料金が日割り計算になります 

メガソーラー発電計画 問題噴出！ 

 

市教委が表明 

 いま、西宮市議会では、今村市長提案の予算を審議しています。西宮市は、昨年、財政収支の長期見通し

を試算し、長期的にみると、市の財政は厳しいとしています。その根拠に市は、「地方交付金」が減少傾向で

推移すること、支出では公共施設の老朽化におる更新時期を順次迎えることから、「投資的経費」がこれまで

以上に高い水準で推移すると説明しています。 

 しかし、近年、西宮の財政収支は黒字が続いています。予算を編成する段階では支出を補うために基金を

取り崩すと見込みながら、実際には基金を取り崩すことなく黒字となっています。２０１５年度（Ｈ２７

年）の決算では２８億円の黒字でした。２０１６年度（Ｈ２８年）も前年と同じように、基金を取り崩すこ

となく黒字となる見込みです。 

 いま開かれている３月議会の日本共産党西宮市議団の代表質問でも、西宮の財政問題についてとりあげ、

切実な住民要求に応えた予算にすべきことを指摘しました。当局答弁では、西宮の財政状況について、「他市

と比べて強いといえる」「安定的な財政運営を行うための基盤」と述べるほどです。 

 長期の見通しの試算を用いて財政は厳しいとキャンペーンをはり、住民の切実な願いを退けながら、一方

で基金（貯金）を増やす。税金の使い方が間違っています。集めた貴重な税金は、長寿を支え、子育て応援

にもっとシフトすべきです。 

 

花の峰自治会が解決を求める 

 緑豊かな住宅地域に隣接する

広大な緑地にメガソーラー発電

のパネルが次々と設置されはじ

めています。 

 雑木林を伐採、パネルは大き

さも向きもバラバラで統一性が

ない、急斜面を更地にするため

大規模な土砂災害が生じる恐れ

がある、景観も台無し…。 

 花の峯の自治会が、噴出する

数々の問題を解決するため、行

政の適切な対応を求める請願を

議会に提出。業者の身勝手な開

発は許されません。 

来年から３月支給へ  

 

支払うことになります。移転前のところで

も基本料金１か月分が請求され、引越しし

た先でもまた基本料金１か月分が請求され

ます。 

 日割り計算方式に変わると、こうした不

合理なことが改善されます。 

 


